第63回岐阜外科集談会 by unknown
Title第63回岐阜外科集談会
Author(s)























































た．低体調時のラット脳では， freeglucose, G-6-P 
F-6 Pは著しく高く， M 6 P, 6-PGA, 1:3DPG及
び PEPもかなり高い‘ EDP，α－GP,Pyruvate及び
















水腎症の原因は， U.P.J.の狭窄7例，異常血竹によ 3) 腎孟像の回復は最少限6ヶ月の期間で判定する
るもの1例で，術式は Culp法に準じたもの4例，腎 べきである．
第 63回｜岐阜外科集談会 57 











































































































































































ため理学療法を行なうべく入院中であった．昭和46年 ～回転中心間距厳 80cm，最大照射野は 32／’32cmまで






頭側に向けた箸があり，消化管を精査するとS字状結 した 2,3の症例について肺癌を中心としてスライ ドで
腸の腸間膜附着部に近く穿孔部を認め一次的K閉鎖， 呈示した．
第 64回岐車外科集談会
日時：昭和47年2月22日午後5時30分
場所； l岐阜大学医学部附属病院外来棟4階講堂
1.興味ある腎腫癌の1例
岐大泌尿器科
越野雅夫 波多野紘一
症例 35才男
主訴・右腹部膨満感
初診・昭和47年1月21日
家族歴・既往歴： 10才右大腿骨カリエス
16才急性腎炎
現病歴：昭和42年頃より右腹部膨満感があった 昭
和45年5月末終末時排尿痛，頻尿，残尿！惑があり某医
1r.て腎結核の診断のもとに3者併用療法を受けていた
が右腎腫腐の疑いもあり精査の為来院した．
IVP,RP,PRP，選択的腎動脈造影で右腎上部fr.大き
な腫癌像を認め巨大な閉塞性空洞と推定したが褒腫の
疑いもあり手術を施行した．手術は空洞切開術で空洞
内K結核菌を認めた．今回閉塞性空洞に対する化学療
法と保存的手術としての空洞切開術について若干の文
献的考察を行った．
2. 頭部神経鞘腫の191
岐大第1外科
松原長樹 松本興治 岩提慶明
患者36才男子． 主訴は左鎖骨筒腫療で，腫癌が出
来て二年目に当科を受診した．腫癌［土左鎖骨上寓部に
あり，小鶏卵大で，弾性硬，表面平滑であった 昭和
-!6年12月21日， 気管内麻酔下にて，麗溜摘出をした．
腫癒は守プセJレを残して完全に摘出された．組織学的
には， AntoniA型ど AntoniB型の混存する神経
鞘麗であった．術後軽度の左上肢の知覚運動障害を来
したが数日にて，全く消退している．
3.類白血病反応と呈した術後急性不全の
1治験例
｜技大第2外科
0平田俊文 計約l正 山田弘
出血性ショックに依ると惣わる術後急性腎不全に類
白血病反応を併発した症例を経験したので報告する．
